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（1956 年）［Parsons & Smelser 1956］だった。この著作に対する経済学者からの評価は冷淡
なものが多かった［Holton 1986/1988:95-96］（cf. ［Boulding 1958］［Brennan 1958］）。1990 年













































































































































義を引用するなら、社会システムとは「社会的 - 文化的な次元における 2 人ないしそれ以上の
行為者間で行われる何らかの相互作用の過程によって生じる」システムである。この場合の「行
為者」とは、具体的な個人か、または諸個人からなる集合体（collectivities）（3）である［Parsons 
& Smelser 1956:8-9（訳 1:15）］。パーソンズは、マーシャルとハロッドにならって、社会シス
テムの下位システムである経済システムについても一応の定義をしている。経済システムは、
「社会的相互作用が価格・数量・生産方法を決定する限りにおいての―ただし所与の条件下で















供するからこそ有意義なのである［Parsons & Smelser 1956:13（訳 1:21）］。『経済と社会』に
先立つ「行為の一般理論」の構成において、パーソンズはそうした原理を相互作用場面にお
















































ている（図３参照）［Parsons & Smelser 1956:68（訳 1:103）］（4）。さらにパーソンズらは、「貨
幣フロー（monetary flow）」と「現物フロー（real flow）」という二重の交換を想定する。こ










されている［Parsons & Smelser 1956:26（訳 1:40）, 65-66（訳 1:99-100）］。
＜図 4 ＞『経済と社会』における経済システムの機能的下位システム
























Ｉの３つであり、Ｌは交換境界に属さない［Parsons & Smelser 1956:68（訳 1:103）］。Ｌ機能
の位置は、生産要素としての土地が交換の過程に参入しないことに類推的である（図５）。
＜図 5 ＞下位システムの下位システムどうしの交換範型


































［Parsons & Smelser 1956:71（訳 1:110）］（多少体裁を変更した）
　
　他方、政治と経済の交換は、信用創造［Parsons & Smelser 1956:56（訳 1:87）］などに対




















































［Parsons & Smelser 1956:79（訳 1:119）］（多少体裁を変更した）
　先にも触れたように、パーソンズらは経済にもまた複雑な内部分化と内部相互交換を想定
している。そこにおいて彼らは、社会システム水準よりもさらに煩雑なカテゴリー分類を行































































































































































































































を維持するのに必要な水準を上回れば 45 度線に平行する［Parsons & Smelser 1956:224-225（訳
2:57-58）］。ＣＶ曲線途中の上向の湾曲は、その社会の階層の混淆を表現するものとされ、階
層構造によってはさらに湾曲する可能性すら述べている［Parsons & Smelser 1956:225, n.1（訳
2:68, 註 11）］。





考え方」だけでは、不十分である［Parsons & Smelser 1956:232（訳 2:66）］。




















































































社会思想には、前近代に対する「郷愁」はない［Holton & Turner 1986/1988］。パーソンズ
は近代社会の趨勢を楽観視していた。ローランド・ロバートソンは、そうしたパーソンズの
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